
令和７年度 隠岐の島町 がん検診のお知らせ

種別 内容 対象者 料金
実施時期・予約

特記事項
集団検診 個別検診

胃
バリウムを飲み、

胃のレントゲンを撮影
40歳以上

～S61.4.1生
1,500円

5・10月
実施

予約不要

★集団検診の日程は
日程表またはお知らせ便をご覧ください

【がん検診のお問い合わせ】
隠岐の島町役場 保健福祉課 健康係

☎2-8562

肺
結核

胸のレントゲンを撮影
40歳以上

～S61.4.1生
500円

4・5月実施
予約不要

5月7日～
2月13日
≪要予約≫

大腸
検便容器を持ち帰り
2日分の検便を行い
潜血の有無を検査

40歳以上
～S61.4.1生

500円
4～11月
実施

予約不要

4月18日～
2月13日
予約不要

中村・布施・五箇・都万地区の大腸がん検診は

９月以降にお知らせします。

子宮
頸部

子宮頸部の細胞診検査
視診と内診を行う

20歳以上
～H18.4.1生

1,500円
7月

予約不要

5月7日～
2月13日
≪要予約≫

・ＨＰＶ併用検診では、結果により
受診間隔が下記の通りとなります。

HPV

検査
がんの原因ウイルスの
感染の有無を検査

上記にﾌﾟﾗｽ
1,000円

子宮頸がん検診と
同時実施（希望者）

乳

乳房の超音波検査
（エコー検査）を行う

30歳代
和暦奇数年
～H7.4.1生

1,500円
8月実施

※詳細は6月の
お知らせ便と
個別通知

≪要予約≫

・国の指針で乳がん検診の受診間隔は、2年に1回と
されていることから、和暦偶数年・奇数年生まれ
で対象を分けています。

・和暦偶数年生まれの方でも、経過観察中などの理由
があれば予約ができますのでお問い合わせください。

乳房のレントゲン
（マンモグラフィ）を

2方向から撮影

40歳以上
和暦奇数年
～S61.4.1生

1,300円

5月7日～
2月13日
≪要予約≫

胸部
CT

胸部を中心に
ヘリカルCTで撮影

50～74歳
S26.4.2～

S51.4.1生

喫煙指数※

600以上

2,000円

5月7日～
2月13日
≪要予約≫

※喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数
例：1日20本、30年間喫煙中

20(本) × 30(年) ＝ 600

・令和7年度より個別検診でのみ実施します。

細胞診
異常なし

HPV陰性 次回の検診は3年後

HPV陽性 次回の検診は1年後

★被扶養者の方も町のがん検診を
受診することができます！



集団検診について 個別検診について

■受診方法
・町内を巡回する検診車で受診

■持参するもの
・通知書
・料金（無料年齢の方は不要）
・健康手帳※

・健康づくりポイントカード※

※お持ちの方

■検診結果の返信
・１か月～１か月半後

■予約・受診方法
・隠岐病院健診室へ電話予約
（☎2-1356）

■予約期間
令和８年２月１３日まで

■持参するもの
・通知書
・料金（無料年齢の方は不要）
・健康手帳※

・隠岐病院の診察券※

※お持ちの方

■検診結果の返信
・１か月～１か月半後

大腸がん検診無料対象者
40歳：S59年4月2日 ～ S60年4月1日
45歳：S54年4月2日 ～ S55年4月1日
50歳：S49年4月2日 ～ S50年4月1日
55歳：S44年4月2日 ～ S45年4月1日
60歳：S39年4月2日 ～ S40年4月1日

乳がん検診無料対象者
S59年1月1日 ～ 12月31日
S55年1月1日 ～ 12月31日
S51年1月1日 ～ 12月31日
S47年1月1日 ～ 12月31日
S43年1月1日 ～ 12月31日
S39年1月1日 ～ 12月31日

子宮頸がん検診無料対象者
20歳：H16年4月2日～ H17年4月1日
25歳：H11年4月2日～ H12年4月1日
30歳：H  6年4月2日 ～ H  7年4月1日
35歳：H  1年4月2日 ～ H  2年4月1日
40歳：S59年4月2日 ～ S60年4月1日
45歳：S54年4月2日 ～ S55年4月1日

下記を受けたらお知らせください 健康づくりポイントについて

①事業所健診でのがん検診
②人間ドックでのがん検診
③主治医によるがん検診相当の検査
（胸のレントゲン、胃カメラ等）

期間：令和7年4月1日～令和8年3月31日
隠岐の島町役場 保健福祉課（☎2-8562）

がん検診や特定健診を受けるたびに、
健康づくりポイントを差し上げます。

貯まったポイントを景品と交換！

【各種検診のポイント数】
胃・肺・大腸がん検診：3ポイント
乳・子宮頸がん・胸部CT検診：2ポイント

◎がん検診のメリットは
早期発見・早期治療！

がんの初期は、自覚症状がない場合があり
ます。がん検診では、症状がない場合でもが
んが早期発見されることが多く、身体的・経
済的・時間的にも負担が少なく済みます。
がんは、できた場所や形により、発見でき

ないことがあり、どれだけ優れた検査でも
100％見つけることはできません。一度きり
ではなく、異常なしが続いても定期的にがん
検診を受けることが大切です。

◎精密検査を受けましょう
精密検査には、【がんの疑いを除外する】
【がんであることを確かめる】という２つの
意味があります。
精密検査を受けなければ、がん検診を受け
る意味は大きく下がってしまいます。
がん検診で要精密検査となった方は、必ず、

精密検査を受けましょう。

★精密検査の説明等のため、検診機関
に問診票に記入された電話番号を聞く
ことがあります。


